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衆
議
院
議
員
海
江
田
万
里
君
提
出
羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
①
及
び
②
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
東
京
国
際
空
港
（
以
下
「
羽
田
空
港
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
新
た
な
飛
行
経
路
案
（
以
下
「
新
経
路

案
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
関
係
地
域
の
地
方
公
共
団
体
及
び
住
民
の
方
々
の
幅
広
い
理
解
を
得
る
た
め
、
平
成
二
十
七

年
七
月
か
ら
平
成
三
十
年
二
月
に
か
け
て
延
べ
百
二
十
七
日
間
、
関
係
地
域
の
延
べ
六
十
六
会
場
で
住
民
説
明
会
を
開
催

し
、
約
一
万
六
千
八
百
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
丁
寧
な
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
広
報
活
動
、
環
境
対
策
、
落
下

物
対
策
等
に
つ
い
て
御
意
見
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
関
係
地
域
の
住
民
の
方
々
等
へ
の
説
明
会
に
つ
い
て
は
、
幅
広
い
方
々
に
丁
寧
な
情
報
提
供
を
行
う
た
め
、
御
指

摘
の
「
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
型
」
を
基
本
と
し
て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
住
民
説
明
会
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
で
具
体
的
な
予
定
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
関
係
地
域
の
地
方
公
共
団
体
と
も
相
談
の
上
、
丁
寧
な
情
報
提
供
に
引
き
続

き
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

一
の
③
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
新
た
に
騒
音
被
害
な
ど
の
影
響
を
受
け
る
住
民
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

一



政
府
は
、
公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百

十
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
騒
音
レ
ベ
ル
が
一
定
の
値
以
上
で
あ
る
区
域
を
基
準
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
第
一
種
区

域
、
第
二
種
区
域
又
は
第
三
種
区
域
を
指
定
し
、
騒
音
防
止
工
事
の
助
成
等
を
行
う
こ
と
と
な
る
が
、
羽
田
空
港
に
お
け
る

新
た
な
飛
行
経
路
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
区
域
と
し
て
新
た
に
指
定
さ
れ
る
べ
き
区
域
は
生
じ
な
い
見
込
み
で

あ
る
。

二
の
①
に
つ
い
て

首
都
圏
空
港
機
能
強
化
の
具
体
化
に
向
け
た
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
は
、
首
都
圏
空
港
の
機
能
強
化
の

具
体
化
に
つ
い
て
、
関
係
地
域
の
地
方
公
共
団
体
や
航
空
会
社
等
の
関
係
者
間
で
協
議
を
行
う
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
あ

る
。

二
の
②
に
つ
い
て

協
議
会
は
公
開
で
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
詳
細
な
議
事
要
旨
を
、
各
回
の
協
議
会
終
了
後
に
作
成
し
、
国
土
交
通
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
③
に
つ
い
て

二



現
時
点
で
具
体
的
な
予
定
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

三
の
①
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
意
見
書
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

六
十
七
号
）
第
九
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
く
意
見
書
は
関
係
地
域
の
地
方
公
共
団
体
の
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

を
踏
ま
え
、
騒
音
対
策
、
落
下
物
対
策
等
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
関
係
地
域
の
地
方
公
共
団
体
及
び
住
民
の
方

々
に
丁
寧
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
の
②
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
合
意
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
国
土
交
通
省
と
東
京
都
、
東
京
都
品
川

区
、
大
田
区
及
び
江
戸
川
区
並
び
に
神
奈
川
県
川
崎
市
と
の
間
で
羽
田
空
港
の
運
用
方
針
等
に
つ
い
て
必
要
に
応
じ
て
確
認

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
後
の
状
況
変
化
を
踏
ま
え
、
関
係
者
間
で
協
議
を
行
い
、
当
該
運
用
方
針
等
を
変
更
す
る
こ
と
は
あ

り
得
る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
「
昭
和
五
十
六
年
八
月
」
に
「
運
輸
大
臣
と
東
京
都
知
事
の
間
で
交
わ
し
た
確
認
書
」
に
つ
い

て
は
、
当
時
の
羽
田
空
港
の
沖
合
展
開
計
画
に
つ
い
て
交
わ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
確
認
書
に
お
い
て
は
、
御
指
摘
の

「
航
空
機
騒
音
問
題
を
抜
本
的
に
解
消
す
る
」
と
の
記
載
は
な
い
。
政
府
と
し
て
は
、
羽
田
空
港
の
新
経
路
案
に
つ
い
て
は
、

三



関
係
地
域
の
地
方
公
共
団
体
及
び
住
民
の
方
々
の
幅
広
い
理
解
を
得
る
た
め
、
丁
寧
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

な
お
、
現
時
点
で
把
握
し
て
い
る
限
り
で
は
、
国
土
交
通
省
と
御
指
摘
の
「
大
田
区
内
の
一
部
企
業
」
と
の
間
で
「
騒
音

対
策
な
ど
」
に
関
し
て
交
わ
し
た
文
書
は
存
在
し
な
い
。

四
に
つ
い
て

羽
田
空
港
に
お
い
て
は
、
午
前
八
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
の
間
、
一
時
間
当
た
り
の
発
着
回
数
の
上
限
を
八
十
回
に
設
定

し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
時
間
帯
に
つ
い
て
は
、
環
境
面
へ
の
配
慮
等
に
よ
り
、
こ
れ
よ
り
少
な
い
発
着
回
数
に
設
定
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

不
動
産
価
格
は
交
通
利
便
性
や
周
辺
の
開
発
状
況
等
の
様
々
な
要
因
に
よ
り
変
動
す
る
こ
と
か
ら
、
羽
田
空
港
に
お
け
る

飛
行
経
路
の
見
直
し
が
直
ち
に
不
動
産
価
格
を
低
下
さ
せ
る
と
は
一
概
に
言
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。

四


